
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－2 事業所周辺に設置された強震計（国土地理院地図に加筆） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3 加速度時刻歴†4と加速度応答スペクトル（F-3026，SMAC 相当波形） 

 

 

†4：野津ら（2011）によると，最大加速度を記録した前後の部分を拡大するとスパイク状のピーク波形になってお

り，表層地盤の強い非線形挙動の影響を受けているという報告がなされている。 
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図－4 T-603 タンクの地層推定断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－5 T-604 タンクの地層推定断面図 
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